南病棟チームカンファレンス記録
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平成25年　5月　21日（火）　　　　　司会：　鳥谷部　久美子　記録：工藤　圭子
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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・他病棟で風邪が流行っています。スタッフ、患者様ともに体調管理しっかり行いましょう。

・グーループ内研修（5/27・28,・29の３日間　、時間17：30から）あります。全職員対象ですので

5/26までに各自参加の入力してください。

・病床マットレス破れたものは交換してください。

・薬剤に関するアクシデント（他病棟）について。以後定期となる臨時薬と臨時薬とが混在している場合で、定期入りの方が止めとなったが、両方が止めとなって薬局から上がってきたというケースがあった。注意して病棟で確認していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 田端　金之丞様～リスペリドン（1）1錠、ヒベルナ（5）1錠、本日夕食後から除剤となります。

引き続き尿量観察してください。

・木谷　金作様～南山苑入所のため５月３１日、１４時退院予定ですが、それに伴い5/21血液採血ありますので確実に行うよう注意してください。

· 浪打　實様～ヒアルロン酸Na点眼薬処方となっています。

· 金田　松五郎様様～5/28、15時から病状説明と今後について娘様と面談予定となっています。

· 山部　竹治様～採血結果よりバルプロ酸ナトリウム低値であるため、本日夕食後からデパケン錠増　なります。5/27　7時　至急FAXでバルプロ酸血中濃度・肝機能・電解質・血糖の採血指示あり。

　本日、歩行不安定さ著明で、かつ、デパケン錠増量になるため転倒に注意するように対応よろしくお願いします。

・浅野　秀子様～口内炎の訴えあり、デルゾン軟膏処方となっています。

・市川　志津雄様～グラマリール（25）1T　1×夕食後　1日分処方となっています。

＜週間予定＞

　特記事項なし。

　　　　　

　　　　　

症例検討会　2回目　　　平内　よし　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
前回　平成25年5月6日実施

実施日　平成25年5月20日

	現在の様子
	・5/7療養環境変更目的にて、東病棟Ｃユニットから南病棟Ａユニットへ転棟となる。

妄想発言、暴言等なく、他者との交流見られ、穏やかに会話されている。
棟内徘徊はなく、易怒性、他者とのトラブルもなく経過している。
歩行時のふらつきなく、安定見られている。
食事は常菜食、レストランにて自力摂取され、1/2～全量摂取出来ている。

夜間の睡眠は20：00～5：00まで休まれ、殆ど中途覚醒なし。

排泄は排尿7～10回/日、排便は毎日あり、1～2回/日。

オムツは使用せず、10CC吸収パットを使用している

5/7ツベルクリン反応テスト実施。5/9判定　0mm×0mm結果は陰性。

日中はプログラムの参加もされ最後まで取り組むこと出来ている。
娘（田村桂子様）の面会時は自室で穏やかに会話されているが、息子夫婦には娘が面会に来ている事を知らせて欲しくない。息子夫婦の面会時は嫁に叱られ泣いている事があった。
5/19息子夫婦から、「夫と離婚して籍を外してでも家に帰りたくない。」と言われた。同居中の旦那様、孫様を見ると一日中怒鳴っている。今後の同居は難しいと思う。年金で賄える施設があれば考えたい。との情報あり。早急にケアマネに相談すること促している。

	前回検討した症例により
表出された問題に対し、
支援を行った結果と評価
	・易怒性、興奮はなく、夜間休めているが周りが騒がしく熟睡感はない。
徘徊はみられていない。→易怒性、興奮はなく、夜間も中途覚醒なく徘徊も見られていない。
・徘徊みられず歩行も安定している。
→ふらつき徘徊なく、歩行は安定している。
・本人、家族も施設入所を希望されている。

	今後の必要と
考えられる支援
看護の具体的な支援計画

	・入院中は妄想発言、見当識障害等はみられていないが、息子夫婦に関しては「入院させられた」思いが強くある。
・家族に対して不信感があり、距離をおいて今後の方向性を考えていき、不安なく生活できる環境を提供できる様サポートしていく。
・早急にケアマネに相談し施設の申し込みをしていく。
・今後も安全に注意し、状態の変化、奇異行動の有無、言動に注意し観察を行う。

	経済状況

	2ヶ月22万5千円の年金は本人で全額使用できる。

　介護保険：要介護　2

担当ケアマネージャー：居宅「たんぽぽ」松林氏　


